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2

数理・データサイエンス •AI教育プログラムについて【2022年度入学生より対象】

デジタル社会で蓄積された膨大なデータを分析して新しい価値を生み出す「データサイエンス」を活用して、

あらゆる分野の課題解決ができる人材になることが、文系を含む全ての大学生に期待されています。

江戸川大学は「数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム」に加盟しており、数理・データサイエ

ンス・ Alに関する必要な知識及び技術を入門から体系的に学ぶために、学科を問わず誰でも履修できる科目

を開講しています。ぜひ履修してください。

リテラシーレベルデータサイエンス関連科目
所定の単位を修得することで、プログラム修了証を得られます。詳細が決まり次第、エドポタにて周知します。

II I] 
(I データサイエンス応用 I) 

ll 情報セキュリティ ll II プログラミングIV I] 3年次 eコマースシステム

(I I) データ処理応用
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II II データベース I

2年次 I アカデミック・スキル演習IIB※2 I (I ネットワークと社会 I) 
II アルゴリズム I) I アカデミック・スキル濱習!IA※2 I 
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(I I) 情報社会と経済 II 知的財産権＊ II 
I アカデミック・スキル演習 IB※2 I 

11 
情報社会と法＊ | l IIプログラミング基礎 II

1年次 I アカデミック・スキル演習 IA※2 I ＊隔年開講科目 (I ロジカルシンキング I)

II 【必須科目】 データサイエンス概論※ l （後期集中講義科目） II 

社会における
データリテラシー 心得 その他

データ・ AI利活用

|
 

※1 

※2 

プログラム をと凸生は必 ること凸立．凸によら：でも できま

後期集中講義科目として開講します。

2022年度入学生は「アカデミック・スキル演習 I/II（通年科目）」として開講しています。
こどもコミュニケーション学科学生は、これらの科目の代わりに「情報リテラシー I/II」を履修します。
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データエンジニアリング基礎
重複して記載された科目は
両方のレベルの内容を含む

＊いずれの科目も、情報文化学科学生のみならず、他学科履修制度を利用して全学部・学科の学生が履修できます。
こどもコミュニケーション学科学生が履修できる科目については、別途案内します。

なお、文那科学省の数理・データサイエンス． A／教育プログラム認定飢度に鹿請準備中のため、構咸が一那変更となることがあります。
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＜履修登録における注意事項＞

◆キャップ制

学生の学修時間確保を目的とし、履修できる単位数に上限を設ける制度のことです。

キャップ制をオーバーして履修登録した場合、超過分の科目は削除されます。

1年次～4年次の前期・後期各26単位以下、かつ年間49単位以下（通年科目は前期と後期に半分ずつ単位を分割

して計算）

前期に26単位履修登録した場合、後期は23単位以下しか履修登録できません。前期、後期それぞれ24単位程

度を目安に、バランス良く履修してください。 3年次終了時点で自由科目を除く修得単位が 80単位に満たないよ

うな場合、キャップ制の制限により 4年間では卒業できなくなる場合があります。

なお、前年度修得単位数が48単位以上あり、すべて評価が「秀」で、かつ学科が許可をする学生について、キ

ャップ制に年間3単位を加算し、前期・後期各26単位以下、かつ年間 52単位以下の履修を可能とします。

希望者は履修登録期間中に教務課窓口にて申請してください。

くキャップ制対象外科目一覧＞

科目区分 科目詳細

自由科目 時間割等確認のこと。

集中講義科目 時間割等確認のこと。

教職課程の指定科目 教師論、教育制度論、教育心理学、教育課程論、教育方法学、特別支援教育概論（中・高）

保育者論、教育制度論（初等）、保育の心理学、

保育課程論 (2019年度以降入学生は教育・保育課程論）、教育方法学（初等）

海外研修科目※2 く2017年度以前入学生＞

ニュージーランド研修I※1、ニュージーランド研修II、ニュージーランドスカラーシップ、

長期海外研修

く2018年度以降入学生＞

海外体験研修、海外体験研修（中国）、異文化理解研修※1、語学研修（オセアニア）、

語学研修（欧米）、スカラシップ、長期海外研修（オセアニア）、長期海外研修（欧米）、

Study Abroad Program (2020年度以降入学生のみ）

海外研修に係る く2019年度以前入学生＞

英語科目 ニュージーランド研修英語、 Step-UpEnglish 

く2020年度以降入学生＞

海外研修英語I※3、海外研修英語II※3

|
 

※1 2021年度以前入学のこどもコミュニケーション学科では、科目名が「異文化理解研修」「ニュージーランド研

修I」ではなく、「海外こども事情体験A （ニュージーランド）」となります。

※2海外研修科目については、履修取消上限の4科目制限に含まれません。

※3 2021年度以前入学のこどもコミュニケーション学科では科目名が「海外研修英語I」「海外研修英語II」では

なく「ニュージーランド研修英語」「Step-UpEnglish」となります。

◆他学科選択科目

他学部•他学科（こどもコミュニケーション学科を除く）の 1 群・ 2 群科目のうち、自分の学科で開講されていな

い選択科目を在学中に単立互換科目と合わせて 40単立まで履修することができます。（人間心理学科の学生は20単

位まで、経営社会学科の2019~2020年度入学者は30単位、経営社会学科の2021年度以降入学者は24単位までです。）

3年次編入生については、原則として、当該学科の学生の半分まで履修することができます。

オンライン指定科目（授業科目一覧に＊印有）の他学科選択科目は履修できません。

他学科選択科目を履修する際は、「他学科選択科目履修申請書」により担当教員の許可を得てください。許可印を

もらった申請書は各自保管してください。

なお、 2023年度以降入学のマス・コミュニケーション学科、情報文化学科の学生の中から選抜される「21世紀メ

ディアパーソン育成プログラム」参加学生に限り、指定された他学科3群科目を履修することが可能となります。

※こどもコミュニケーション学科の2022年度以前の入学者は他学科選択科目を履修できません。2023年度入学者は、

情報文化学科 2群科目「データサイエンス概論」に限り他学科選択科目を履修することができます。 2024年度以降

の入学者は、情報文化学科2群科目「データサイエンス概論」、「データ処理応用」、「データサイエンス応用」、「ロジ
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カルシンキング」、「アルゴリズム」の 5科目に限り他学科選択科目を履修することができます。

◆クラス編成が決まっている科目

クラス編成が決められている科目は、担当教員別の登録となります。エドポタや掲示案内を確認し、指定された自

分のクラスを間違えないように注意してください。

◆必修科目の再履修

必修科目の単位を修得できなかった学生は、時間割の再履修科目を必ず登録してください。不明点は教務課に相談

すること。

◆エラーについて

（※エラーの場合は履修登録ができないことがありますのでWeb画面のエラーメッセージやエドポタなどによるお知

らせをよく確認してください）

・重複履修エラー

同一時限内で複数の授業を履修できません。

同じ科目名で複数コマ開講されている科目は同時に履修できません。どちらかを選んで登録してください。

・配当エラー

①それぞれの科目には、履修可能開始年度の学年指定があります。上位学年に指定されている科目は履修できま

せん。

②学科限定科目は他学科の学生は履修できません。

③自分の入学年度の授業科目一覧に記載されている科目以外は履修できません。入学年度の授業科目一覧を確認

し、記載されている科目を履修してください。

・単位修得済エラー

既に単位を修得している科目は、再度の履修ができません。評価が「可」だった科目を「優」にするために再度

履修しようとする学生がいますが、これはできません。ただし、「不可」だった科目は単位を修得していないの

で、履修は可能です。

・キャップ制オーバー

キャップ制の項目に記載されている条件の単位数を超えて履修登録できません。

•他学科選択オーバー

他学科選択科目、単位互換科目は、合わせて 40単位（人間心理学科の学生は 20単位、経営社会学科の 2019~

2020年度入学者は30単立、経営社会学科の 2021年度以降入学者は24単立まで）の制限を超えて履修できませ

ん。

◆進級・卒業見込み判定について

履修登録時に、その時点までに取得した単位数及び履修登録した単位数から、進級または卒業が見込めるかの判定を

行います。

エラーが出た場合でも履修登録は可能ですが、進級・卒業にかかる年度の場合はエラーを確認し、登録の修正をし

てください。エラーが 消できない場合は、履修登録期間に必ず教務課にご相談ください。

・進級見込判定

2年次から 3年次へ進級するには卒業要件単位（自由科目の単位を除く）を 50単位以上修得していることが進級要

件です。さらに人間心理学科は50単位のうち必修科目の単位を24単位以上 (2022年度以降入学生は24単位に「基

礎ゼミナールA」「基礎ゼミナールB」の4単位を含む）を修得していること、現代社会学科は50単位のうち必修科

目「現代社会論」の 2単位 (2021年度以降入学生は「現代社会論A」「現代社会論B」「現代社会論C」の6単位）を

修得していること、マス・コミュニケーション学科で2020年度以降入学生は50単位のうち必修科目の「コミュニケ

ーション学概論」「メディア学概論」の4単位を修得していることが必要です。

・卒業見込判定

卒業が見込まれる年度に、卒業要件科目（必修科目・選択必修科目・語学系科目・基幹科目等）を含み 128単位以上

取得•履修ができているか確認を行います。
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0802-1 

江戸川大学情報教育研究所規程 

平成 19年 4 月 1日制定 

（設置） 

第１条 情報に関する教育研究及び情報環境の整備等に資するため、情報教育研究所（以下「研

究所」という。）を置く。 

（事業） 

第２条 研究所は、前条の目的を達成するため、次の事業を行なう。 

（１）情報に係る教育研究及び教材開発に関すること 

（２）その他研究所の目的を達成するために必要な事業 

（構成） 

第３条 研究所は、次の教員で構成する。 

（１）所長 

（２）研究所併任教員 

（３）客員教授 

（４）客員研究員 

（運営委員会） 

第４条 研究所の円滑な運営を図るため、運営方針及び事業計画を審議する運営委員会（以下「委

員会」という。）を置く。 

２ 委員会は、次に掲げる者を持って組織する。 

（１）所長 

（２）前条第２号の教員 

（３）その他所長が必要と認めた者 若干名 

（所長） 

第５条 研究所に所長を置く。所長は、研究所の業務を統括し、委員会の委員長となる。 

２ 所長は、学長が委嘱する。 

３ 所長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

４ 所長が任期の途中で欠けたとき、後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員の任期） 

第６条 第４条第２項第２号及び第３号の委員の任期は２年とし、欠員補充による委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

（庶務） 

第７条 研究所及び委員会に関する庶務は、学術情報課が行なう。 

（雑則） 

第８条 委員会の議事運営に関し、必要な事項は委員会が別に定める。 

 

附 則 

 この規程は、平成 19年 4 月 1 日から施行する。 

45



0802-2 

附 則 

 この規程は、平成 21年 11 月 1 日から施行する。 

附 則【情報研究所から情報教育研究所に改称】 

 この規程は、平成 24年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 25年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 28年 4 月 1 日から施行する。 
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江戸川大学 情報教育研究所 

データサイエンス・AI教育推進室に関する内規 
 

令和 4年 4月 1日制定 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は、江戸川大学情報教育研究所データサイエンス・AI 教育推進室（以下

「推進室」という）の運営及び点検に関する事項について定める。 

 

（目的） 

第 2条 推進室は、本学におけるデータサイエンス・AI の活用を通して、Society5.0 に向

けた文理融合人材の育成に貢献することを目的とする。 

 

（推進に関する活動内容） 

第 3条 推進室は、前条の目的を達成するために次の各号に掲げる活動を行う。 

（1）データサイエンス・AI の学修に必要なカリキュラムの研究・開発 

（2）データサイエンス・AI の学修に必要な教材の研究・開発 

（3）データサイエンス・AI の教育に必要な指導法の研究・開発 

（4）データサイエンス・AI に関わる学修データの調査・分析 

（5）履修案内を含む学内外広報 

（6）FD/SD 研修会での活動報告 

（7）他大学、研究機関、研究者との交流 

（8）その他、目的達成に必要な活動 

 

（自己点検・評価に関する活動内容） 

第 4 条 推進室には自己点検・評価部会を設置し、次に掲げる事項について点検及び評価

を行う。 

（１）データサイエンス・AI教育に関する授業内容について 

（２）データサイエンス・AI教育の推進について 

（３）その他、データサイエンス・AI教育の質の向上に関する事項について 

 
 （推進室運営組織） 

第 5条  推進室は、情報教育研究所員がその任に当たる。 

 

（改廃） 

第 6 条 この規程の改廃は、情報教育研究所運営委員会の議を経て、情報教育研究所長が

行う。 
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江戸川大学情報教育研究所規程 

平成 19年 4 月 1日制定 

（設置） 

第１条 情報に関する教育研究及び情報環境の整備等に資するため、情報教育研究所（以下「研

究所」という。）を置く。 

（事業） 

第２条 研究所は、前条の目的を達成するため、次の事業を行なう。 

（１）情報に係る教育研究及び教材開発に関すること 

（２）その他研究所の目的を達成するために必要な事業 

（構成） 

第３条 研究所は、次の教員で構成する。 

（１）所長 

（２）研究所併任教員 

（３）客員教授 

（４）客員研究員 

（運営委員会） 

第４条 研究所の円滑な運営を図るため、運営方針及び事業計画を審議する運営委員会（以下「委

員会」という。）を置く。 

２ 委員会は、次に掲げる者を持って組織する。 

（１）所長 

（２）前条第２号の教員 

（３）その他所長が必要と認めた者 若干名 

（所長） 

第５条 研究所に所長を置く。所長は、研究所の業務を統括し、委員会の委員長となる。 

２ 所長は、学長が委嘱する。 

３ 所長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

４ 所長が任期の途中で欠けたとき、後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員の任期） 

第６条 第４条第２項第２号及び第３号の委員の任期は２年とし、欠員補充による委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

（庶務） 

第７条 研究所及び委員会に関する庶務は、学術情報課が行なう。 

（雑則） 

第８条 委員会の議事運営に関し、必要な事項は委員会が別に定める。 

 

附 則 

 この規程は、平成 19年 4 月 1 日から施行する。 
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附 則 

 この規程は、平成 21年 11 月 1 日から施行する。 

附 則【情報研究所から情報教育研究所に改称】 

 この規程は、平成 24年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 25年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 28年 4 月 1 日から施行する。 
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江戸川大学 情報教育研究所 

データサイエンス・AI教育推進室に関する内規 
 

令和 4年 4月 1日制定 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は、江戸川大学情報教育研究所データサイエンス・AI 教育推進室（以下

「推進室」という）の運営及び点検に関する事項について定める。 

 

（目的） 

第 2条 推進室は、本学におけるデータサイエンス・AI の活用を通して、Society5.0 に向

けた文理融合人材の育成に貢献することを目的とする。 

 

（推進に関する活動内容） 

第 3条 推進室は、前条の目的を達成するために次の各号に掲げる活動を行う。 

（1）データサイエンス・AI の学修に必要なカリキュラムの研究・開発 

（2）データサイエンス・AI の学修に必要な教材の研究・開発 

（3）データサイエンス・AI の教育に必要な指導法の研究・開発 

（4）データサイエンス・AI に関わる学修データの調査・分析 

（5）履修案内を含む学内外広報 

（6）FD/SD 研修会での活動報告 

（7）他大学、研究機関、研究者との交流 

（8）その他、目的達成に必要な活動 

 

（自己点検・評価に関する活動内容） 

第 4 条 推進室には自己点検・評価部会を設置し、次に掲げる事項について点検及び評価

を行う。 

（１）データサイエンス・AI教育に関する授業内容について 

（２）データサイエンス・AI教育の推進について 

（３）その他、データサイエンス・AI教育の質の向上に関する事項について 

 
 （推進室運営組織） 

第 5条  推進室は、情報教育研究所員がその任に当たる。 

 

（改廃） 

第 6 条 この規程の改廃は、情報教育研究所運営委員会の議を経て、情報教育研究所長が

行う。 
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データ表現とアルゴリズム AI・データサイエンス基礎

AI・データサイエンス実践

取組概要

⼤学等名 江⼾川⼤学
教育プログラム名 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル 応⽤基礎レベル（⼤学等単位）

申請年度 令和 ７ 年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請⽤

応⽤基礎レベルで⾝に付けられる能⼒
今後のデジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを⽇常の⽣活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的素養
を礎に、数理・データサイエンス・AIに関する知識やスキルを⾃らの専⾨分野における課題に対して実践的に活⽤できる⼒を
⾝に付ける。

プログラムの⽬的
数理・データサイエンス・AIへの関⼼を⾼め、個々の状況に合わせた適切な理解を促し、それを活⽤する基礎的な資質・能⼒
を育成する。また、数理・データサイエンス・AIに関する知識および技術に関する体系的な教育によって、データを活⽤し社
会の課題を解決するとともに、新しい価値を創造できる⼈材を育成する

修了要件（全学部全学科共通）
以下の科⽬全ての単位を修得する
「データサイエンス概論」
「ロジカルシンキング」
「アルゴズム」
「データ処理応⽤」
「データサイエンス応⽤」

実施体制 プログラムの改善・進化 情報教育研究所データサイエンス・AI教育推進室
⾃⼰点検・評価 情報教育研究所
カリキュラム・授業運営 メディアコミュニケーション学部情報⽂化学科

データサイエンス概論 ※リテラシーレベル必須科目

データサイエンス応用アルゴリズム

ロジカルシンキング

その他
データエンジニアリング

応用基礎

データベースⅠ

情報セキュリティ

プログラミング基礎

知的財産権

情報社会と法

統計学概論

必
須
科
目

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

PBL(課題解決型学習)
データ・AI活用
企画・実施・評価

プログラミングIV

データ処理応用

応⽤基礎レベルを構成する科⽬

AI基礎データサイエンス基礎

データエンジニアリング基礎
オプション科⽬はいずれも
メディアコミュニケーション学部
情報⽂化学科が開講する科⽬

こどもコミュニケーション学科を除く
全学部・全学科学⽣が
他学部・他学科履修制度により履修可能

こどもコミュニケーション学科の学⽣は
必須科⽬のみ履修可能

リテラシーレベルを修了後に
より⾼度な学修を⽬指すための科⽬
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江⼾川⼤学「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」実施体制

情報教育研究所

プログラム必須科⽬

オプション科⽬

プログラム科⽬

データサイエンス・AI教育推進室

運営委員会

メディアコミュニケーション学部
情報⽂化学科

基礎・教養
教育センター

各学科・センター

教務委員会

⾃⼰点検・評価
委員会

・カリキュラム、教材、指導法の研究・開発
・学修データの調査・分析

⾃⼰点検
・評価部会

授業内容、質向上
プログラム実施体制

関係する全学組織

総務部学術情報課

学務部教務課

総務部企画総務課

学務部就職課

学科委員会

授業内外での
学修⽀援

カリキュラム・授業
運営での連携

補⾜
資料

授業開講・運営
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